
(57)【要約】

　【課題】　フリーピストン方式のスターリング機関に

用いられるピストンにおいて、必要な精度を確保できる

とともに部品加工及び組立の容易なピストン構造を提供

する。

　【解決手段】　ピストン１２はリニアモータ２０によ

ってシリンダ１０内を往復運動せしめられるものであり

、ディスプレーサ１３をスプリング３１に連結するディ

スプレーサロッド１５の軸受け穴７１が軸心に形成され

ている。ピストン１２は、軸受け穴７１を有するハブ部

７２、シリンダ１０の内面に対向するリム部７３、及び

ハブ部７２とリム部７３をピストン１２の一端において

連結する腹板部７４を備えた本体７０と、ハブ部７２と

リム部７３の間の環状空間７５の入口部を閉ざす蓋体８

０とにより構成される。蓋体８０には、蓋体８０自身を

バルブベースとする形で、ガスベアリング機構用の作動

ガスを環状空間７５に取り入れるチェックバルブ機構８

２が設けられている。

【選択図】　　　図２
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 動 力 源 に よ っ て シ リ ン ダ 内 を 往 復 運 動 せ し め ら れ る ス タ ー リ ン グ 機 関 用 ピ ス ト ン で あ っ
て 、 デ ィ ス プ レ ー サ を ス プ リ ン グ に 連 結 す る デ ィ ス プ レ ー サ ロ ッ ド の 軸 受 け 穴 が 軸 心 に 形
成 さ れ て い る も の に お い て 、
　 前 記 軸 受 け 穴 を 有 す る ハ ブ 部 、 前 記 シ リ ン ダ の 内 面 に 対 向 す る リ ム 部 、 及 び 前 記 ハ ブ 部
と リ ム 部 を ピ ス ト ン の 一 端 に お い て 連 結 す る 腹 板 部 を 備 え た 本 体 と 、 前 記 ハ ブ 部 と リ ム 部
の 間 の 環 状 空 間 の 入 口 部 を 閉 ざ す 蓋 体 と に よ り 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と す る ス タ ー リ ン グ
機 関 用 ピ ス ト ン 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 シ リ ン ダ と の 間 の 隙 間 に 作 動 ガ ス を 噴 き 出 す ガ ス ベ ア リ ン グ 機 構 を 有 し 、 前 記 作 動
ガ ス を 前 記 環 状 空 間 に 取 り 入 れ る チ ェ ッ ク バ ル ブ 機 構 が 前 記 蓋 体 に 設 け ら れ る こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ に 記 載 の ス タ ー リ ン グ 機 関 用 ピ ス ト ン 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は ス タ ー リ ン グ 冷 凍 機 、 ス タ ー リ ン グ 発 電 機 等 の ス タ ー リ ン グ 機 関 に 用 い ら れ る
ピ ス ト ン に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 ス タ ー リ ン グ 機 関 は 、 フ ロ ン で な く ヘ リ ウ ム 、 水 素 、 窒 素 な ど を 作 動 ガ ス と し て 用 い る
の で 、 オ ゾ ン 層 の 破 壊 を 招 く こ と の な い 熱 機 関 と し て 注 目 を 集 め て い る 。 冷 凍 機 と し て 用
い る ス タ ー リ ン グ 機 関 で は 、 圧 力 容 器 内 で リ ニ ア モ ー タ な ど の 動 力 源 に よ り ピ ス ト ン を 往
復 運 動 さ せ 、 こ の ピ ス ト ン に 対 し デ ィ ス プ レ ー サ を 、 所 定 の 位 相 差 を も っ て 同 期 往 復 運 動
さ せ る 。 ピ ス ト ン と デ ィ ス プ レ ー サ は 圧 縮 空 間 と 膨 脹 空 間 の 間 で 作 動 ガ ス を 行 き 来 さ せ 、
ス タ ー リ ン グ サ イ ク ル を 形 成 す る 。 圧 縮 空 間 で は 等 温 圧 縮 変 化 に 基 づ い て 作 動 ガ ス の 温 度
が 上 昇 し 、 膨 脹 空 間 で は 等 温 膨 脹 変 化 に 基 づ い て 作 動 ガ ス の 温 度 が 低 下 す る 。 こ れ に よ り
、 圧 縮 空 間 の 温 度 は 上 昇 し 、 膨 張 空 間 の 温 度 は 下 降 す る 。 高 温 伝 熱 ヘ ッ ド を 介 し て 圧 縮 空
間 （ 高 温 空 間 ） の 熱 を 放 熱 す れ ば 、 低 温 伝 熱 ヘ ッ ド を 介 し て 外 部 の 熱 を 膨 脹 空 間 （ 低 温 空
間 ） に 吸 収 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 ス タ ー リ ン グ 機 関 は 、 ピ ス ト ン と デ ィ ス プ レ ー サ が シ リ ン ダ 内 で 高 速 往 復 運 動 す る も の
で あ り 、 ピ ス ト ン と デ ィ ス プ レ ー サ に は 厳 格 な 寸 法 管 理 が 求 め ら れ る 。 特 に フ リ ー ピ ス ト
ン 構 造 の ピ ス ト ン に あ っ て は 、 デ ィ ス プ レ ー サ を ス プ リ ン グ に 連 結 す る デ ィ ス プ レ ー サ ロ
ッ ド が ピ ス ト ン 中 心 を 通 る の で 、 外 周 面 の 仕 上 げ 精 度 （ 寸 法 、 真 円 度 、 面 粗 さ 等 す べ て ）
の 管 理 に 加 え て 、 中 心 部 の 穴 の 内 周 面 の 仕 上 げ 精 度 も 精 密 に 管 理 し な け れ ば な ら な い 。 こ
の よ う な 要 請 に 応 え 得 る ピ ス ト ン 構 造 が 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 ま た ス タ ー リ ン グ 機 関 で は 、 ピ ス ト ン 及 び デ ィ ス プ レ ー サ を 高 速 で 往 復 運 動 さ せ る た め
、 ピ ス ト ン 及 び デ ィ ス プ レ ー サ を ガ ス ベ ア リ ン グ で シ リ ン ダ の 内 面 か ら 浮 か せ て 支 持 す る
仕 組 み と す る こ と が 多 い 。 こ の よ う な 仕 組 み を 備 え た ス タ ー リ ン グ 機 関 が 特 許 文 献 ２ に 開
示 さ れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ４ － ３ ４ ３ ６ 号 公 報 （ 第 ９ 頁 ［ ０ ０ ５ ５ ］ － 第 １ ０ 頁 ［ ０ ０ ６
１ ］ 、 図 ９ － 図 １ １ ）
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ ２ － ３ ４ ９ ３ ４ ７ 号 公 報 （ 第 ５ 頁 － 第 ６ 頁 、 図 １ － 図 ４ ）
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 特 許 文 献 １ に 開 示 さ れ た ピ ス ト ン は 図 ６ に 示 す よ う な 構 造 を 有 す る 。 す な わ ち ピ ス ト ン
１ ０ ０ は 第 １ 部 材 １ １ ０ と 第 ２ 部 材 １ ２ ０ を 組 み 合 わ せ て 構 成 さ れ る 。 第 １ 部 材 １ １ ０ は
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デ ィ ス プ レ ー サ ロ ッ ド の 軸 受 け 穴 １ １ １ が 軸 心 に 形 成 さ れ て い る ハ ブ 部 １ １ ２ と 、 シ リ ン
ダ の 内 面 に 対 向 す る リ ム 部 １ １ ３ と 、 ハ ブ 部 １ １ ２ と リ ム 部 １ １ ３ を ピ ス ト ン １ ０ ０ の 一
端 に お い て 連 結 す る 腹 板 部 １ １ ４ を 備 え る 。 第 ２ 部 材 １ ２ ０ は 同 じ く 軸 受 け 穴 １ １ １ が 軸
心 に 形 成 さ れ て い る ハ ブ 部 １ ２ １ と 、 リ ム 部 １ １ ３ の 開 口 部 に 嵌 合 す る デ ィ ス ク 部 １ ２ ２
を 備 え る 。 第 １ 部 材 １ １ ０ と 第 ２ 部 材 １ ２ ０ を 組 み 合 わ せ る と 、 ハ ブ 部 １ １ ２ 、 １ ２ １ が
ピ ス ト ン １ ０ ０ の 中 央 付 近 で 突 き 合 わ さ り 、 ハ ブ 部 １ １ ２ 、 １ ２ １ と リ ム 部 １ １ ３ の 間 に
環 状 の 空 間 １ １ ５ が 形 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ピ ス ト ン １ ０ ０ に は シ ー ル を 要 す る 箇 所 が ２ 箇 所 あ る 。 １ 箇 所 は リ ム 部 １ １ ３ と デ ィ ス
ク 部 １ ２ ２ の 嵌 合 部 で あ り 、 残 る １ 箇 所 は ハ ブ 部 １ １ ２ 、 １ ２ １ の 突 き 合 わ せ 箇 所 で あ る
。 リ ム 部 １ １ ３ と デ ィ ス ク 部 １ ２ ２ の 嵌 合 部 は シ ー ル を 行 う の が 比 較 的 容 易 で あ る が 、 ハ
ブ 部 １ １ ２ 、 １ ２ １ の 突 き 合 わ せ 箇 所 は ピ ス ト ン １ ０ ０ の 奥 深 く に あ る の で シ ー ル が 難 し
く 、 軸 受 け 穴 １ １ １ と 空 間 １ １ ５ の 間 で 作 動 ガ ス の リ ー ク が 生 じ る こ と が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 ピ ス ト ン １ ０ ０ を ガ ス ベ ア リ ン グ で シ リ ン ダ の 内 面 か ら 浮 か せ て 支 持 す る 場 合 、
ピ ス ト ン １ ０ ０ と シ リ ン ダ と の 間 の 隙 間 に ピ ス ト ン １ ０ ０ の 内 部 よ り 作 動 ガ ス を 噴 き 出 さ
せ る 必 要 が あ る 。 こ の た め 、 外 部 空 間 と 空 間 １ １ ５ と を 連 通 さ せ る 連 通 孔 １ １ ６ を リ ム 部
１ １ ３ に 形 成 す る と と も に 、 腹 板 部 １ １ ４ に は チ ェ ッ ク バ ル ブ 機 構 を 設 け る 。 と こ ろ が 腹
板 部 １ １ ４ は 第 １ 部 材 １ １ ０ の 開 口 部 か ら 奥 ま っ た 位 置 に あ り 、 チ ェ ッ ク バ ル ブ 機 構 の 弁
体 を 取 り 付 け る バ ル ブ ベ ー ス と し て の 加 工 を こ こ に 施 す こ と は 難 し い 。 そ の た め 、 特 許 文
献 ２ に 開 示 さ れ た 構 造 と 同 様 に 、 チ ェ ッ ク バ ル ブ 機 構 を 別 体 の ユ ニ ッ ト １ ３ ０ と し て 第 １
部 材 １ １ ０ に 組 み 合 わ せ る こ と を 余 儀 な く さ れ 、 部 品 点 数 や 組 立 工 数 が 増 え 、 コ ス ト ア ッ
プ を 招 い て い た 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 本 発 明 は 上 記 の 点 に 鑑 み な さ れ た も の で あ り 、 フ リ ー ピ ス ト ン 方 式 の ス タ ー リ ン グ 機 関
に 用 い ら れ る ピ ス ト ン に お い て 、 必 要 な 精 度 を 確 保 で き る と と も に 部 品 加 工 及 び 組 立 の 容
易 な ピ ス ト ン 構 造 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 　 本 発 明 で は 、 ス タ ー リ ン グ 機 関 用 ピ ス ト ン を 次 の よ う に 構 成 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 （ １ ） デ ィ ス プ レ ー サ を ス プ リ ン グ に 連 結 す る デ ィ ス プ レ ー サ ロ ッ ド の 軸 受 け 穴 が 軸 心
に 形 成 さ れ て い る ス タ ー リ ン グ 機 関 用 ピ ス ト ン に お い て 、 前 記 軸 受 け 穴 を 有 す る ハ ブ 部 、
前 記 シ リ ン ダ の 内 面 に 対 向 す る リ ム 部 、 及 び 前 記 ハ ブ 部 と リ ム 部 を ピ ス ト ン の 一 端 に お い
て 連 結 す る 腹 板 部 を 備 え た 本 体 と 、 前 記 ハ ブ 部 と リ ム 部 の 間 の 環 状 空 間 の 入 口 部 を 閉 ざ す
蓋 体 と に よ り 構 成 さ れ る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 こ の 構 成 に よ る と 、 シ リ ン ダ に 対 す る 寸 法 精 度 、 及 び デ ィ ス プ レ ー サ ロ ッ ド に 対 す る 寸
法 精 度 を 本 体 の 加 工 に よ り 確 保 す る こ と が で き る 。 そ し て 本 体 の ハ ブ 部 と リ ム 部 の 間 の 環
状 空 間 の 入 口 部 を 蓋 体 で 閉 ざ す こ と に よ り ピ ス ト ン を 組 み 立 て る 。 こ の 場 合 、 蓋 体 と 本 体
の 間 の シ ー ル 箇 所 は 環 状 空 間 の 入 口 部 に 位 置 す る た め 、 シ ー ル が 容 易 で あ り 、 安 価 に ピ ス
ト ン 組 立 品 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 （ ２ ） 前 記 の よ う に 構 成 さ れ た ス タ ー リ ン グ 機 関 用 ピ ス ト ン に お い て 、 前 記 シ リ ン ダ と
の 間 の 隙 間 に 作 動 ガ ス を 噴 き 出 す ガ ス ベ ア リ ン グ 機 構 を 有 し 、 作 動 ガ ス を 前 記 環 状 空 間 に
取 り 入 れ る チ ェ ッ ク バ ル ブ 機 構 が 前 記 蓋 体 に 設 け ら れ る こ と を 特 徴 と し て い る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 こ の 構 成 に よ る と 、 板 状 部 品 で あ る 蓋 体 に チ ェ ッ ク バ ル ブ 機 構 が 設 け ら れ る た め 、 蓋 体
を そ の ま ま バ ル ブ ベ ー ス と し て 用 い る こ と が で き 、 部 品 点 数 及 び 組 立 工 数 を 削 減 で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
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　 （ ３ ） 前 記 の よ う に 構 成 さ れ た ス タ ー リ ン グ 機 関 用 ピ ス ト ン に お い て 、 前 記 本 体 と 前 記
蓋 体 と を 接 着 剤 で 結 合 す る こ と に よ り 、 本 体 と 蓋 体 を 容 易 に 結 合 で き る と と も に 、 結 合 箇
所 に お い て シ ー ル 効 果 も 達 成 で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 （ ４ ） 前 記 の よ う に 構 成 さ れ た ス タ ー リ ン グ 機 関 用 ピ ス ト ン に お い て 、 前 記 本 体 の ハ ブ
部 と 前 記 蓋 体 と の 間 に シ ー ル 部 材 を 挿 入 し た う え で 、 前 記 本 体 の リ ム 部 と 前 記 蓋 体 と の 嵌
合 部 を 接 着 剤 で 結 合 す る こ と に よ り 、 本 体 の ハ ブ 部 と 蓋 体 と の 間 の シ ー ル 構 造 を 確 立 し た
う え で 、 本 体 と 蓋 体 を 容 易 に 結 合 し 、 同 時 に 結 合 箇 所 に お い て シ ー ル 効 果 を 達 成 す る こ と
が で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 （ ５ ） 前 記 の よ う に 構 成 さ れ た ス タ ー リ ン グ 機 関 用 ピ ス ト ン に お い て 、 前 記 本 体 と 前 記
蓋 体 と を 、 本 体 の リ ム 部 内 面 に 形 成 し た 雌 ネ ジ 部 と 蓋 体 外 周 面 に 形 成 し た 雄 ネ ジ 部 に よ り
ネ ジ 結 合 す る と と も に 、 前 記 本 体 の ハ ブ 部 と 前 記 蓋 体 と の 間 に シ ー ル 部 材 を 挿 入 す る こ と
に よ り 、 本 体 の ハ ブ 部 と 蓋 体 と の 間 の シ ー ル 構 造 を 確 立 し た う え で 、 本 体 と 蓋 体 を 確 実 に
結 合 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 （ ６ ） 前 記 の よ う に 構 成 さ れ た ス タ ー リ ン グ 機 関 用 ピ ス ト ン に お い て 、 前 記 雌 ネ ジ 部 と
前 記 雄 ネ ジ 部 と を 接 着 剤 で 結 合 す る こ と に よ り 、 結 合 が 一 層 強 固 な も の と な り 、 同 時 に 結
合 箇 所 に お い て シ ー ル 効 果 を 達 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 （ ７ ） 前 記 の よ う に 構 成 さ れ た ス タ ー リ ン グ 機 関 用 ピ ス ト ン に お い て 、 前 記 本 体 の ハ ブ
部 と 前 記 蓋 体 と の 間 に シ ー ル 部 材 を 挿 入 し た う え で 、 前 記 本 体 の リ ム 部 と 前 記 蓋 体 と の 嵌
合 部 を 溶 接 す る こ と に よ り 、 本 体 の ハ ブ 部 と 蓋 体 と の 間 の シ ー ル 構 造 を 確 立 し た う え で 、
本 体 と 蓋 体 を 強 固 に 結 合 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 （ ８ ） 前 記 の よ う に 構 成 さ れ た ス タ ー リ ン グ 機 関 用 ピ ス ト ン に お い て 、 前 記 本 体 の リ ム
部 と 前 記 蓋 体 と の 嵌 合 部 を 接 着 剤 で 結 合 し た う え で 溶 接 を 行 う こ と に よ り 、 本 体 と 蓋 体 が
相 互 に 動 か な い 状 態 で 溶 接 を 進 め 、 溶 接 を 容 易 に 行 う こ と が で き る 。 ま た 接 着 剤 に よ り シ
ー ル 効 果 が 高 め ら れ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 に よ る と 、 シ リ ン ダ に 対 す る 寸 法 精 度 、 及 び デ ィ ス プ レ ー サ ロ ッ ド に 対 す る 寸 法
精 度 を 本 体 の 加 工 に よ り 確 保 し た う え で 、 本 体 の ハ ブ 部 と リ ム 部 の 間 の 環 状 空 間 の 入 口 部
を 蓋 体 で 閉 ざ す こ と に よ り ピ ス ト ン を 組 み 立 て る こ と が で き 、 加 工 及 び 組 立 が 容 易 で あ る
。 ま た 蓋 体 と 本 体 の 間 の シ ー ル 箇 所 は 環 状 空 間 の 入 口 部 に 位 置 す る た め 、 シ ー ル も 容 易 で
あ る 。 さ ら に 、 蓋 体 を そ の ま ま バ ル ブ ベ ー ス と し て 用 い る 構 成 と す る こ と が 可 能 で あ り 、
総 体 的 に 部 品 加 工 と 組 立 の コ ス ト を 大 幅 に 削 減 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 本 発 明 の 第 １ 実 施 形 態 を 図 １ － 図 ３ に 基 づ き 説 明 す る 。 図 １ は ス タ ー リ ン グ 機 関 の 断 面
図 、 図 ２ は ピ ス ト ン の 断 面 図 、 図 ３ は ピ ス ト ン の 側 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 ス タ ー リ ン グ 機 関 １ の 組 立 の 中 心 と な る の は シ リ ン ダ １ ０ 、 １ １ で あ る 。 シ リ ン ダ １ ０
、 １ １ の 軸 線 は 同 一 直 線 上 に 並 ぶ 。 シ リ ン ダ １ ０ に は ピ ス ト ン １ ２ が 挿 入 さ れ 、 シ リ ン ダ
１ １ に は デ ィ ス プ レ ー サ １ ３ が 挿 入 さ れ る 。 ピ ス ト ン １ ２ 及 び デ ィ ス プ レ ー サ １ ３ は 、 ス
タ ー リ ン グ 機 関 １ の 運 転 中 、 ガ ス ベ ア リ ン グ 機 構 に よ り シ リ ン ダ １ ０ 、 １ １ の 内 面 に 接 触
す る こ と な く 往 復 運 動 す る 。 ピ ス ト ン １ ２ と デ ィ ス プ レ ー サ １ ３ は 所 定 の 位 相 差 を 備 え て
動 く 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 ピ ス ト ン １ ２ の 一 方 の 端 に は カ ッ プ 状 の マ グ ネ ッ ト ホ ル ダ １ ４ が 設 け ら れ る 。 デ ィ ス プ
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レ ー サ １ ３ の 一 方 の 端 か ら は デ ィ ス プ レ ー サ ロ ッ ド １ ５ が 突 出 す る 。 デ ィ ス プ レ ー サ ロ ッ
ド １ ５ は ピ ス ト ン １ ２ 及 び マ グ ネ ッ ト ホ ル ダ １ ４ を 軸 線 方 向 に 自 由 に ス ラ イ ド で き る よ う
に 貫 通 す る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 シ リ ン ダ １ ０ は ピ ス ト ン １ ２ の 動 作 領 域 に あ た る 部 分 の 外 側 に リ ニ ア モ ー タ ２ ０ を 保 持
す る 。 リ ニ ア モ ー タ ２ ０ は 、 コ イ ル ２ １ を 備 え た 外 側 ヨ ー ク ２ ２ と 、 シ リ ン ダ １ ０ の 外 周
面 に 接 す る よ う に 設 け ら れ た 内 側 ヨ ー ク ２ ３ と 、 外 側 ヨ ー ク ２ ２ と 内 側 ヨ ー ク ２ ３ の 間 の
環 状 空 間 に 挿 入 さ れ た リ ン グ 状 の マ グ ネ ッ ト ２ ４ と 、 外 側 ヨ ー ク ２ ２ 及 び 内 側 ヨ ー ク ２ ３
を 所 定 の 位 置 関 係 に 保 持 す る 合 成 樹 脂 製 エ ン ド ブ ラ ケ ッ ト ２ ５ 、 ２ ６ を 備 え る 。 マ グ ネ ッ
ト ２ ４ は マ グ ネ ッ ト ホ ル ダ １ ４ に 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 マ グ ネ ッ ト ホ ル ダ １ ４ の ハ ブ の 部 分 に は ス プ リ ン グ ３ ０ の 中 心 部 が 固 定 さ れ る 。 デ ィ ス
プ レ ー サ ロ ッ ド １ ５ に は ス プ リ ン グ ３ １ の 中 心 部 が 固 定 さ れ る 。 ス プ リ ン グ ３ ０ 、 ３ １ の
外 周 部 は エ ン ド ブ ラ ケ ッ ト ２ ６ に 固 定 さ れ る 。 ス プ リ ン グ ３ ０ 、 ３ １ の 外 周 部 同 士 の 間 に
は ス ペ ー サ ３ ２ が 配 置 さ れ て お り 、 こ れ に よ り ス プ リ ン グ ３ ０ 、 ３ １ は 一 定 の 距 離 を 保 つ
。 ス プ リ ン グ ３ ０ 、 ３ １ は 円 板 形 の 素 材 に ス パ イ ラ ル 状 の 切 り 込 み を 入 れ た も の で あ り 、
デ ィ ス プ レ ー サ １ ３ を ピ ス ト ン １ ２ に 対 し 所 定 の 位 相 差 （ 理 想 的 に は 約 ９ ０ ゜ の 位 相 差 ）
を も た せ て 共 振 さ せ る 役 割 を 果 た す 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 シ リ ン ダ １ １ の う ち 、 デ ィ ス プ レ ー サ １ ３ の 動 作 領 域 に あ た る 部 分 の 外 側 に は 伝 熱 ヘ ッ
ド ４ ０ 、 ４ １ が 配 置 さ れ る 。 伝 熱 ヘ ッ ド ４ ０ は リ ン グ 状 、 伝 熱 ヘ ッ ド ４ １ は キ ャ ッ プ 状 で
あ っ て 、 い ず れ も 銅 や 銅 合 金 な ど 熱 伝 導 の 良 い 金 属 か ら な る 。 伝 熱 ヘ ッ ド ４ ０ 、 ４ １ は 各
々 リ ン グ 状 の 内 部 熱 交 換 器 ４ ２ 、 ４ ３ を 介 在 さ せ た 形 で シ リ ン ダ １ １ の 外 側 に 支 持 さ れ る
。 内 部 熱 交 換 器 ４ ２ 、 ４ ３ は そ れ ぞ れ 通 気 性 を 有 し 、 内 部 を 通 り 抜 け る 作 動 ガ ス の 熱 を 伝
熱 ヘ ッ ド ４ ０ 、 ４ １ に 伝 え る 。 伝 熱 ヘ ッ ド ４ ０ に は シ リ ン ダ １ ０ 及 び 圧 力 容 器 ５ ０ が 連 結
さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 伝 熱 ヘ ッ ド ４ ０ 、 シ リ ン ダ １ ０ 、 １ １ 、 ピ ス ト ン １ ２ 、 デ ィ ス プ レ ー サ １ ３ 、 及 び 内 部
熱 交 換 器 ４ ２ で 囲 ま れ る 空 間 は 圧 縮 空 間 ４ ５ と な る 。 伝 熱 ヘ ッ ド ４ １ 、 シ リ ン ダ １ １ 、 デ
ィ ス プ レ ー サ １ ３ 、 及 び 内 部 熱 交 換 器 ４ ３ で 囲 ま れ る 空 間 は 膨 張 空 間 ４ ６ と な る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 内 部 熱 交 換 器 ４ ２ 、 ４ ３ の 間 に は 再 生 器 ４ ７ が 配 置 さ れ る 。 再 生 器 ４ ７ は 樹 脂 フ ィ ル ム
を 円 筒 形 に 巻 回 し た も の で あ り 、 フ ィ ル ム の 片 面 に 微 小 な 突 起 を 多 数 点 在 さ せ て フ ィ ル ム
間 に 突 起 の 高 さ 分 の 間 隙 を 形 成 し 、 こ れ を 作 動 ガ ス の 通 り 道 と し て い る 。 再 生 器 ４ ７ の 外
側 を 再 生 器 チ ュ ー ブ ４ ８ が 包 み 、 伝 熱 ヘ ッ ド ４ ０ 、 ４ １ の 間 に 気 密 通 路 を 構 成 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 リ ニ ア モ ー タ ２ ０ 、 シ リ ン ダ １ ０ 、 及 び ピ ス ト ン １ ２ を 筒 状 の 圧 力 容 器 ５ ０ が 包 む 。 圧
力 容 器 ５ ０ の 内 部 は 背 圧 空 間 ５ １ と な る 。 圧 力 容 器 ５ ０ の 周 面 に は 、 リ ニ ア モ ー タ ２ ０ に
電 力 を 供 給 す る た め の 端 子 部 ５ ２ と 、 内 部 に 作 動 ガ ス を 封 入 す る た め の パ イ プ ５ ３ が 配 置
さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 圧 力 容 器 ５ ０ の 外 面 に は 動 吸 振 器 ６ ０ が 取 り 付 け ら れ る 。 動 吸 振 器 ６ ０ は 、 胴 体 部 ５ ０
の 端 面 中 央 か ら 突 き 出 す 軸 ６ １ と 、 軸 ６ １ に 中 心 を 固 定 さ れ た 板 状 の ス プ リ ン グ ６ ２ と 、
ス プ リ ン グ ６ ２ の 周 縁 に 配 置 さ れ た マ ス （ 質 量 ） ６ ３ と か ら 成 る 。 ス プ リ ン グ ６ ２ は 薄 板
状 の ス プ リ ン グ を 複 数 枚 重 ね た も の で あ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 ス タ ー リ ン グ 機 関 １ は 次 の よ う に 動 作 す る 。 リ ニ ア モ ー タ ２ ０ の コ イ ル ２ １ に 交 流 電 流
を 供 給 す る と 外 側 ヨ ー ク ２ ２ と 内 側 ヨ ー ク ２ ３ の 間 に マ グ ネ ッ ト ２ ４ を 貫 通 す る 磁 界 が 発
生 し 、 マ グ ネ ッ ト ２ ４ は 軸 方 向 に 往 復 運 動 す る 。 ピ ス ト ン 系 （ ピ ス ト ン １ ２ 、 マ グ ネ ッ ト
ホ ル ダ １ ４ 、 マ グ ネ ッ ト ２ ４ 、 及 び ス プ リ ン グ ３ ０ ） の 総 質 量 と 、 ス プ リ ン グ ３ ０ の バ ネ

10

20

30

40

50

(5) JP 2006-220367 A 2006.8.24



定 数 と に よ り 定 ま る 共 振 周 波 数 に 一 致 す る 周 波 数 の 電 力 を 供 給 す る こ と に よ り 、 ピ ス ト ン
系 は 滑 ら か な 正 弦 波 状 の 往 復 運 動 を 開 始 す る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 デ ィ ス プ レ ー サ 系 （ デ ィ ス プ レ ー サ １ ３ 、 デ ィ ス プ レ ー サ ロ ッ ド １ ５ 、 及 び ス プ リ ン グ
３ １ ） に あ っ て は 、 そ の 総 質 量 と 、 ス プ リ ン グ ３ １ の バ ネ 定 数 と に よ り 定 ま る 共 振 周 波 数
と ピ ス ト ン １ ２ の 駆 動 周 波 数 と が 一 致 す る よ う に 設 定 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 ピ ス ト ン １ ２ の 往 復 運 動 に よ り 、 圧 縮 空 間 ４ ５ で は 圧 縮 、 膨 脹 が 繰 り 返 さ れ る 。 こ の 圧
力 の 変 化 に 伴 っ て 、 デ ィ ス プ レ ー サ １ ３ も 往 復 運 動 を 行 う 。 こ の と き 、 圧 縮 空 間 ４ ５ と 膨
脹 空 間 ４ ６ と の 間 の 流 動 抵 抗 等 に よ り 、 デ ィ ス プ レ ー サ １ ３ と ピ ス ト ン １ ２ と の 間 に は 位
相 差 が 生 じ る 。 こ の よ う に し て フ リ ー ピ ス ト ン 構 造 の デ ィ ス プ レ ー サ １ ３ は ピ ス ト ン １ ２
と 所 定 の 位 相 差 で 同 期 し て 往 復 運 動 す る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 上 記 の 動 作 に よ り 、 圧 縮 空 間 ４ ５ と 膨 脹 空 間 ４ ６ と の 間 に ス タ ー リ ン グ サ イ ク ル が 形 成
さ れ る 。 圧 縮 空 間 ４ ５ で は 等 温 圧 縮 変 化 に 基 づ い て 作 動 ガ ス の 温 度 が 上 昇 し 、 膨 脹 空 間 ４
６ で は 等 温 膨 脹 変 化 に 基 づ い て 作 動 ガ ス の 温 度 が 低 下 す る 。 こ の た め 、 圧 縮 空 間 ４ ５ の 温
度 は 上 昇 し 、 膨 張 空 間 ４ ６ の 温 度 は 下 降 す る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 運 転 中 に 圧 縮 空 間 ４ ５ と 膨 張 空 間 ４ ６ の 間 を 行 き 来 す る 作 動 ガ ス は 、 内 部 熱 交 換 器 ４ ２
、 ４ ３ を 通 過 す る 際 に 、 そ の 有 す る 熱 を 伝 熱 ヘ ッ ド ４ ０ 、 ４ １ に 伝 え る 。 圧 縮 空 間 ４ ５ か
ら 再 生 器 ４ ７ へ 流 れ 込 む 作 動 ガ ス は 高 温 で あ る た め 伝 熱 ヘ ッ ド ４ ０ は 加 熱 さ れ 、 伝 熱 ヘ ッ
ド ４ ０ は ウ ォ ー ム ヘ ッ ド と な る 。 膨 張 空 間 ４ ６ か ら 再 生 器 ４ ７ へ 流 れ 込 む 作 動 ガ ス は 低 温
で あ る た め 伝 熱 ヘ ッ ド ４ １ は 冷 却 さ れ 、 伝 熱 ヘ ッ ド ４ １ は コ ー ル ド ヘ ッ ド と な る 。 伝 熱 ヘ
ッ ド ４ ０ よ り 熱 を 大 気 へ 放 散 し 、 伝 熱 ヘ ッ ド ４ １ で 特 定 空 間 の 温 度 を 下 げ る こ と に よ り 、
ス タ ー リ ン グ 機 関 １ は 冷 凍 機 関 と し て の 機 能 を 果 た す 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 再 生 器 ４ ７ は 、 圧 縮 空 間 ４ ５ と 膨 張 空 間 ４ ６ の 熱 を 相 手 側 の 空 間 に は 伝 え ず 、 作 動 ガ ス
だ け を 通 す 働 き を す る 。 圧 縮 空 間 ４ ５ か ら 内 部 熱 交 換 器 ４ ２ を 経 て 再 生 器 ４ ７ に 入 っ た 高
温 の 作 動 ガ ス は 、 再 生 器 ４ ７ を 通 過 す る と き に そ の 熱 を 再 生 器 ４ ７ に 与 え 、 温 度 が 下 が っ
た 状 態 で 膨 張 空 間 ４ ６ に 流 入 す る 。 膨 張 空 間 ４ ６ か ら 内 部 熱 交 換 器 ４ ３ を 経 て 再 生 器 ４ ７
に 入 っ た 低 温 の 作 動 ガ ス は 、 再 生 器 ４ ７ を 通 過 す る と き に 再 生 器 ４ ７ か ら 熱 を 回 収 し 、 温
度 が 上 が っ た 状 態 で 圧 縮 空 間 ４ ５ に 流 入 す る 。 す な わ ち 再 生 器 ４ ７ は 蓄 熱 手 段 と し て の 役
割 を 果 た す 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ピ ス ト ン １ ２ と デ ィ ス プ レ ー サ １ ３ が 往 復 運 動 す る と 、 ス タ ー リ ン グ 機 関 １ に 振 動 が 生
じ 、 動 吸 振 器 ６ ０ が こ の 振 動 を 抑 え る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 ピ ス ト ン １ ２ は 図 ２ 、 ３ に 示 す 構 造 を 備 え る 。 ピ ス ト ン １ ２ の 主 要 部 品 は 本 体 ７ ０ と 蓋
体 ８ ０ で あ る 。 本 体 ７ ０ は 、 デ ィ ス プ レ ー サ ロ ッ ド １ ５ の 軸 受 け 穴 ７ １ を 軸 心 に 形 成 し た
ハ ブ 部 ７ ２ と 、 シ リ ン ダ １ ０ の 内 面 に 対 向 す る リ ム 部 ７ ３ と 、 ハ ブ 部 ７ ２ と リ ム 部 ７ ３ を
ピ ス ト ン １ ２ の 一 端 に お い て 連 結 す る 腹 板 部 ７ ４ と を 金 属 材 料 で 一 体 に 形 成 し た も の で あ
る 。 ハ ブ 部 ７ ２ と リ ム 部 ７ ３ の 間 は 環 状 空 間 ７ ５ と な っ て い る 。 ハ ブ 部 ７ ２ の 先 端 に は シ
ー ル 部 材 装 着 溝 ７ ６ が 形 成 さ れ て い る 。 ま た リ ム 部 ７ ３ に は ピ ス ト ン １ ２ と シ リ ン ダ １ ０
の 間 に ガ ス ベ ア リ ン グ を 形 成 す る た め の 連 通 孔 ７ ７ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 蓋 体 ８ ０ は 円 板 状 で あ り 、 環 状 空 間 ７ ５ の 入 口 部 に ぴ っ た り と 嵌 合 す る 。 蓋 体 ８ ０ の 中
心 に は 軸 受 け 穴 ７ １ に 相 応 す る 中 心 穴 ８ １ が 形 成 さ れ て い る 。 ま た 蓋 体 ８ ０ に は 、 圧 縮 空
間 ４ ５ か ら 環 状 空 間 ７ ５ に 作 動 ガ ス を と り 入 れ る た め の チ ェ ッ ク バ ル ブ 機 構 ８ ２ が 設 け ら
れ て い る 。 チ ェ ッ ク バ ル ブ 機 構 ８ ２ は 、 蓋 体 ８ ０ そ の も の を バ ル ブ ベ ー ス と し て 構 成 さ れ
る も の で あ り 、 蓋 体 ８ ０ に 穿 た れ 、 圧 縮 空 間 ４ ５ と 環 状 空 間 ７ ５ を 連 通 さ せ る 連 通 孔 ８ ３
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と 、 環 状 空 間 ７ ５ に 面 す る 蓋 体 側 面 に 取 り 付 け ら れ 、 連 通 孔 ８ ３ を 環 状 空 間 ７ ５ の 側 か ら
閉 ざ す 弁 体 ８ ４ と か ら な る 。 弁 体 ８ ４ は 金 属 製 の バ ネ 片 に よ り 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 本 体 ７ ０ に 蓋 体 ８ ０ を 嵌 合 し 、 両 者 を 結 合 す れ ば 、 ピ ス ト ン １ ２ が 完 成 す る 。 な お 蓋 体
８ ０ を 嵌 合 す る 前 に オ ー リ ン グ の よ う な シ ー ル 部 材 ７ ８ を シ ー ル 部 材 装 着 溝 ７ ６ に 装 着 し
、 ハ ブ 部 ７ ２ と 蓋 体 ８ ０ と の 間 で 挟 み 付 け ら れ て シ ー ル 効 果 が 生 じ る よ う に し て お く 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 上 記 の よ う に 構 成 す る こ と に よ り 、 シ リ ン ダ １ ０ に 対 す る 寸 法 精 度 、 及 び デ ィ ス プ レ ー
サ ロ ッ ド １ ５ に 対 す る 寸 法 精 度 を 本 体 ７ ０ の 加 工 に よ り 確 保 す る こ と が で き る 。 そ し て 本
体 ７ ０ の ハ ブ 部 ７ ２ と リ ム 部 ７ ３ の 間 の 環 状 空 間 ７ ５ の 入 口 部 を 蓋 体 ８ ０ で 閉 ざ す こ と に
よ り ピ ス ト ン １ ０ ０ を 組 み 立 て る こ と が で き る 。 蓋 体 ８ ０ と 本 体 ７ ０ の 間 の シ ー ル 箇 所 は
、 蓋 体 ８ ０ の 外 周 側 の シ ー ル 箇 所 と 中 心 側 の シ ー ル 箇 所 の い ず れ も が 環 状 空 間 ７ ５ の 入 口
部 に 位 置 す る た め 、 シ ー ル が 容 易 で あ り 、 安 価 に ピ ス ト ン 組 立 品 を 得 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 ま た 、 作 動 ガ ス を 環 状 空 間 ７ ５ に 取 り 入 れ る チ ェ ッ ク バ ル ブ 機 構 ８ ２ は 板 状 部 品 で あ る
蓋 体 ８ ０ を バ ル ブ ベ ー ス と す る 形 で 設 け ら れ て い る も の で あ り 、 別 体 の チ ェ ッ ク バ ル ブ 機
構 ユ ニ ッ ト を 蓋 体 ８ ０ に 組 み 付 け る も の で な い か ら 、 部 品 点 数 及 び 組 立 工 数 を 削 減 で き る
。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 本 体 ７ ０ と 蓋 体 ８ ０ の 結 合 で あ る が 、 第 １ 実 施 形 態 で は こ れ を 接 着 剤 に よ り 行 う 。 す な
わ ち 本 体 ７ ０ と 蓋 体 ８ ０ の 嵌 合 箇 所 に 予 め 接 着 剤 を 塗 布 し て お き 、 そ の 上 で 蓋 体 ８ ０ を 本
体 ７ ０ に 嵌 合 す る 。 こ れ に よ り 、 本 体 ７ ０ と 蓋 体 ８ ０ を 容 易 に 結 合 で き る と と も に 、 結 合
箇 所 に お い て シ ー ル 効 果 も 達 成 で き る 。 言 う ま で も な い が 、 蓋 体 ８ ０ を 本 体 ７ ０ に 嵌 合 す
る 前 に シ ー ル 部 材 ７ ８ を シ ー ル 部 材 装 着 溝 ７ ６ に 装 着 し て お く 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 第 ２ 実 施 形 態 を 図 ４ に 基 づ き 説 明 す る 。 図 ４ は ピ ス ト ン １ ２ の 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 第 ２ 実 施 形 態 で は 、 本 体 ７ ０ と 蓋 体 ８ ０ と を 、 本 体 ７ ０ の リ ム 部 ７ ３ の 内 周 面 に 形 成 し
た 雌 ネ ジ 部 ７ ９ と 、 蓋 体 ８ ０ の 外 周 面 に 形 成 し た 雄 ネ ジ 部 ８ ５ に よ り ネ ジ 結 合 す る 。 シ ー
ル 部 材 ７ ８ は 蓋 体 ８ ０ を 本 体 ７ ０ に ネ ジ 込 む 前 に シ ー ル 部 材 装 着 溝 ７ ６ に 装 着 し て お く 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 第 ２ 実 施 形 態 の 構 成 に よ れ ば 、 本 体 ７ ０ の ハ ブ 部 ７ ２ と 蓋 体 ８ ０ と の 間 の シ ー ル 構 造 を
確 立 し た う え で 、 本 体 ７ ０ と 蓋 体 ８ ０ を 確 実 に 結 合 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 な お 、 雌 ネ ジ 部 ７ ９ と 雄 ネ ジ 部 ８ ５ に 接 着 剤 を 塗 布 し た う え で 蓋 体 ８ ０ を ネ ジ 込 め ば 、
本 体 ７ ０ と 蓋 体 ８ ０ は ネ ジ と 接 着 剤 の 両 方 の 力 で 結 合 す る こ と に な り 、 結 合 が 一 層 強 固 な
も の と な る と と も に 結 合 箇 所 に お い て シ ー ル 効 果 を 達 成 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 第 ３ 実 施 形 態 を 図 ５ に 基 づ き 説 明 す る 。 図 ５ は ピ ス ト ン １ ２ の 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
　 第 ３ 実 施 形 態 で は 、 シ ー ル 部 材 収 納 溝 ７ ６ に シ ー ル 部 材 ７ ８ を 挿 入 し 、 蓋 体 ８ ０ を 本 体
７ ０ に 嵌 合 し た う え で 、 本 体 ７ ０ の リ ム 部 ７ ３ と 蓋 体 ８ ０ と の 嵌 合 部 を 溶 接 す る 。 溶 接 は
レ ー ザ ー 溶 接 に よ り 行 う 。 こ れ に よ り 本 体 ７ ０ と 蓋 体 ８ ０ は 強 固 に 結 合 さ れ 、 ま た 溶 接 箇
所 ９ ０ は シ ー ル 手 段 も 兼 ね る こ と に な る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 な お 、 リ ム 部 ７ ３ と 蓋 体 ８ ０ と の 嵌 合 部 を 接 着 剤 で 結 合 し た う え で 溶 接 を 行 う こ と と す
れ ば 、 本 体 ７ ０ と 蓋 体 ８ ０ が 相 互 に 動 か な い 状 態 で 溶 接 を 進 め ら れ る か ら 、 溶 接 を 容 易 に
行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 以 上 本 発 明 の 各 実 施 形 態 に つ き 説 明 し た が 、 発 明 の 主 旨 を 逸 脱 し な い 範 囲 で さ ら に 種 々
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の 変 更 を 加 え て 実 施 す る こ と が で き る 。
【 産 業 上 の 利 用 可 能 性 】
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 本 発 明 は 、 フ リ ー ピ ス ト ン 方 式 ス タ ー リ ン グ 機 関 用 の ピ ス ト ン に 利 用 可 能 で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ３ 】
【 図 １ 】 第 １ 実 施 形 態 に 係 る ス タ ー リ ン グ 機 関 の 断 面 図
【 図 ２ 】 ピ ス ト ン の 断 面 図
【 図 ３ 】 ピ ス ト ン の 側 面 図
【 図 ４ 】 第 ２ 実 施 形 態 に 係 る ピ ス ト ン の 断 面 図
【 図 ５ 】 第 ３ 実 施 形 態 に 係 る ピ ス ト ン の 断 面 図
【 図 ６ 】 従 来 の ピ ス ト ン の 断 面 図
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 　 　 １ 　 　 ス タ ー リ ン グ 機 関
　 　 　 １ ０ 　 シ リ ン ダ
　 　 　 １ ２ 　 ピ ス ト ン
　 　 　 １ ３ 　 デ ィ ス プ レ ー サ
　 　 　 １ ５ 　 デ ィ ス プ レ ー サ ロ ッ ド
　 　 　 ２ ０ 　 リ ニ ア モ ー タ
　 　 　 ３ ０ 、 ３ １ 　 ス プ リ ン グ
　 　 　 ７ ０ 　 本 体
　 　 　 ７ １ 　 軸 受 け 穴
　 　 　 ７ ２ 　 ハ ブ 部
　 　 　 ７ ３ 　 リ ム 部
　 　 　 ７ ４ 　 腹 板 部
　 　 　 ７ ５ 　 環 状 空 間
　 　 　 ７ ８ 　 シ ー ル 部 材
　 　 　 ７ ９ 　 雄 ネ ジ 部
　 　 　 ８ ０ 　 蓋 体
　 　 　 ８ ２ 　 チ ェ ッ ク バ ル ブ 機 構
　 　 　 ９ ０ 　 溶 接 部
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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【 手 続 補 正 書 】
【 提 出 日 】 平 成 18年 4月 10日 (2006.4.10)
【 手 続 補 正 １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 特 許 請 求 の 範 囲
【 補 正 対 象 項 目 名 】 全 文
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
動 力 源 に よ っ て シ リ ン ダ 内 を 往 復 運 動 せ し め ら れ る ス タ ー リ ン グ 機 関 用 ピ ス ト ン で あ っ て
、 デ ィ ス プ レ ー サ を ス プ リ ン グ に 連 結 す る デ ィ ス プ レ ー サ ロ ッ ド の 軸 受 け 穴 が 軸 心 に 形 成
さ れ て い る も の に お い て 、
　 前 記 軸 受 け 穴 を 有 す る ハ ブ 部 、 前 記 シ リ ン ダ の 内 面 に 対 向 す る リ ム 部 、 及 び 前 記 ハ ブ 部
と リ ム 部 を ピ ス ト ン の 一 端 に お い て 連 結 す る 腹 板 部 を 備 え た 本 体 と 、 前 記 ハ ブ 部 と リ ム 部
の 間 の 環 状 空 間 の 入 口 部 を 閉 ざ す 蓋 体 と に よ り 構 成 さ れ る

こ と を 特 徴 と す る ス タ ー リ ン グ 機 関 用 ピ ス ト ン 。
【 手 続 補 正 ２ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 デ ィ ス プ レ ー サ を ス プ リ ン グ に 連 結 す る デ ィ ス プ レ ー サ ロ ッ ド の 軸 受 け 穴 が 軸 心
に 形 成 さ れ て い る ス タ ー リ ン グ 機 関 用 ピ ス ト ン に お い て 、 前 記 軸 受 け 穴 を 有 す る ハ ブ 部 、
前 記 シ リ ン ダ の 内 面 に 対 向 す る リ ム 部 、 及 び 前 記 ハ ブ 部 と リ ム 部 を ピ ス ト ン の 一 端 に お い
て 連 結 す る 腹 板 部 を 備 え た 本 体 と 、 前 記 ハ ブ 部 と リ ム 部 の 間 の 環 状 空 間 の 入 口 部 を 閉 ざ す
蓋 体 と に よ り 構 成 さ れ る

こ と を 特
徴 と し て い る 。
【 手 続 補 正 ３ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ２
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ２ 】
　 作 動 ガ ス を 環 状 空 間 に 取 り 入 れ る チ ェ ッ ク バ ル ブ 機 構
が 蓋 体 に 設 け ら れ る

。
【 手 続 補 正 ４ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ３
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ３ 】
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と と も に 、 前 記 シ リ ン ダ と の 間
の 隙 間 に 作 動 ガ ス を 噴 き 出 す ガ ス ベ ア リ ン グ 機 構 を 有 し 、 前 記 作 動 ガ ス を 前 記 環 状 空 間 に
取 り 入 れ る チ ェ ッ ク バ ル ブ 機 構 が 前 記 蓋 体 に 設 け ら れ 、 こ の チ ェ ッ ク バ ル ブ 機 構 は 、 蓋 体
に 穿 た れ 前 記 作 動 ガ ス を 前 記 環 状 空 間 に 取 り 入 れ る 連 通 孔 と 、 該 連 通 孔 を 環 状 空 間 の 側 か
ら 閉 ざ す 弁 体 と か ら な る

　 　 　

と と も に 、 前 記 シ リ ン ダ と の 間 の 隙 間 に 作 動 ガ ス を 噴 き 出 す ガ ス
ベ ア リ ン グ 機 構 を 有 し 、 前 記 作 動 ガ ス を 前 記 環 状 空 間 に 取 り 入 れ る チ ェ ッ ク バ ル ブ 機 構 が
前 記 蓋 体 に 設 け ら れ 、 こ の チ ェ ッ ク バ ル ブ 機 構 は 、 蓋 体 に 穿 た れ 前 記 作 動 ガ ス を 前 記 環 状
空 間 に 取 り 入 れ る 連 通 孔 と 、 該 連 通 孔 を 環 状 空 間 の 側 か ら 閉 ざ す 弁 体 と か ら な る

　 　 　 ま た 、 ガ ス ベ ア リ ン グ 用 の
板 状 部 品 で あ る た め 、 蓋 体 を そ の ま ま バ ル ブ ベ ー ス と し て 用 い る こ と

が で き る

　 　 　 そ し て チ ェ ッ ク バ ル ブ 機 構 は 、 蓋 体 に 穿 た れ 作 動 ガ ス を 環 状 空 間 に 取 り 入 れ る 連



、 部 品 点 数 及 び 組
立 工 数 を 削 減 で き る 。
【 手 続 補 正 ５ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ４
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ４ 】
　 前 記 の よ う に 構 成 さ れ た ス タ ー リ ン グ 機 関 用 ピ ス ト ン に お い て 、 前 記 本 体 と 前 記
蓋 体 と を 接 着 剤 で 結 合 す る こ と に よ り 、 本 体 と 蓋 体 を 容 易 に 結 合 で き る と と も に 、 結 合 箇
所 に お い て シ ー ル 効 果 も 達 成 で き る 。
【 手 続 補 正 ６ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ５
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 前 記 の よ う に 構 成 さ れ た ス タ ー リ ン グ 機 関 用 ピ ス ト ン に お い て 、 前 記 本 体 の ハ ブ
部 と 前 記 蓋 体 と の 間 に シ ー ル 部 材 を 挿 入 し た う え で 、 前 記 本 体 の リ ム 部 と 前 記 蓋 体 と の 嵌
合 部 を 接 着 剤 で 結 合 す る こ と に よ り 、 本 体 の ハ ブ 部 と 蓋 体 と の 間 の シ ー ル 構 造 を 確 立 し た
う え で 、 本 体 と 蓋 体 を 容 易 に 結 合 し 、 同 時 に 結 合 箇 所 に お い て シ ー ル 効 果 を 達 成 す る こ と
が で き る 。
【 手 続 補 正 ７ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ６
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 前 記 の よ う に 構 成 さ れ た ス タ ー リ ン グ 機 関 用 ピ ス ト ン に お い て 、 前 記 本 体 と 前 記
蓋 体 と を 、 本 体 の リ ム 部 内 面 に 形 成 し た 雌 ネ ジ 部 と 蓋 体 外 周 面 に 形 成 し た 雄 ネ ジ 部 に よ り
ネ ジ 結 合 す る と と も に 、 前 記 本 体 の ハ ブ 部 と 前 記 蓋 体 と の 間 に シ ー ル 部 材 を 挿 入 す る こ と
に よ り 、 本 体 の ハ ブ 部 と 蓋 体 と の 間 の シ ー ル 構 造 を 確 立 し た う え で 、 本 体 と 蓋 体 を 確 実 に
結 合 す る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ８ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ７
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 前 記 の よ う に 構 成 さ れ た ス タ ー リ ン グ 機 関 用 ピ ス ト ン に お い て 、 前 記 雌 ネ ジ 部 と
前 記 雄 ネ ジ 部 と を 接 着 剤 で 結 合 す る こ と に よ り 、 結 合 が 一 層 強 固 な も の と な り 、 同 時 に 結
合 箇 所 に お い て シ ー ル 効 果 を 達 成 す る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 ９ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ８
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ８ 】
　 前 記 の よ う に 構 成 さ れ た ス タ ー リ ン グ 機 関 用 ピ ス ト ン に お い て 、 前 記 本 体 の ハ ブ
部 と 前 記 蓋 体 と の 間 に シ ー ル 部 材 を 挿 入 し た う え で 、 前 記 本 体 の リ ム 部 と 前 記 蓋 体 と の 嵌
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通 孔 と 、 該 連 通 孔 を 環 状 空 間 の 側 か ら 閉 ざ す 弁 体 と か ら な る 構 成 な の で

　 　 　

　 　 　

　 　 　

　 　 　

　 　 　



合 部 を 溶 接 す る こ と に よ り 、 本 体 の ハ ブ 部 と 蓋 体 と の 間 の シ ー ル 構 造 を 確 立 し た う え で 、
本 体 と 蓋 体 を 強 固 に 結 合 す る こ と が で き る 。
【 手 続 補 正 １ ０ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ １ ９
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ １ ９ 】
　 前 記 の よ う に 構 成 さ れ た ス タ ー リ ン グ 機 関 用 ピ ス ト ン に お い て 、 前 記 本 体 の リ ム
部 と 前 記 蓋 体 と の 嵌 合 部 を 接 着 剤 で 結 合 し た う え で 溶 接 を 行 う こ と に よ り 、 本 体 と 蓋 体 が
相 互 に 動 か な い 状 態 で 溶 接 を 進 め 、 溶 接 を 容 易 に 行 う こ と が で き る 。 ま た 接 着 剤 に よ り シ
ー ル 効 果 が 高 め ら れ る 。
【 手 続 補 正 １ １ 】
【 補 正 対 象 書 類 名 】 明 細 書
【 補 正 対 象 項 目 名 】 ０ ０ ２ ０
【 補 正 方 法 】 変 更
【 補 正 の 内 容 】
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 本 発 明 に よ る と 、 シ リ ン ダ に 対 す る 寸 法 精 度 、 及 び デ ィ ス プ レ ー サ ロ ッ ド に 対 す る 寸 法
精 度 を 本 体 の 加 工 に よ り 確 保 し た う え で 、 本 体 の ハ ブ 部 と リ ム 部 の 間 の 環 状 空 間 の 入 口 部
を 蓋 体 で 閉 ざ す こ と に よ り ピ ス ト ン を 組 み 立 て る こ と が で き 、 加 工 及 び 組 立 が 容 易 で あ る
。 ま た 蓋 体 と 本 体 の 間 の シ ー ル 箇 所 は 環 状 空 間 の 入 口 部 に 位 置 す る た め 、 シ ー ル も 容 易 で
あ る 。 さ ら に 、 蓋 体 を そ の ま ま バ ル ブ ベ ー ス と し て 用 い る 構 成 と す る こ と が 可 能 で あ り 、

部 品 加 工 と 組 立 の コ ス ト を 大 幅
に 削 減 す る こ と が で き る 。
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チ ェ ッ ク バ ル ブ 機 構 は 、 蓋 体 に 穿 た れ 作 動 ガ ス を 環 状 空 間 に 取 り 入 れ る 連 通 孔 と 、 該 連 通
孔 を 環 状 空 間 の 側 か ら 閉 ざ す 弁 体 と か ら な る 構 成 な の で 、



フロントページの続き

(72)発明者  安村　浩至
            大阪府大阪市阿倍野区長池町２２番２２号　シャープ株式会社内
(72)発明者  吉村　和士
            大阪府大阪市阿倍野区長池町２２番２２号　シャープ株式会社内
(72)発明者  高井　健二
            大阪府大阪市阿倍野区長池町２２番２２号　シャープ株式会社内
(72)発明者  坂元　仁
            大阪府大阪市阿倍野区長池町２２番２２号　シャープ株式会社内
(72)発明者  尾崎　勲
            大阪府大阪市阿倍野区長池町２２番２２号　シャープ株式会社内

(13) JP 2006-220367 A 2006.8.24


	bibliographic-data
	abstract
	claims
	description
	drawings
	written-amendment
	overflow

